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In vitro実験ではヒト肺血管内皮細胞(human pulmonary arterial endothelial cells,
HPAEC; Kurabo BiodlemiCalS)､およびヒト肺胞上皮細胞由来細胞株A549
(Ameri拙l Type Culture Collection)を用いた｡ tH'AECの培養には専用の
HuMedia-EG2にfetal bovine serum (2%), humanrecombinant epidemal growth factor
(EGF, 10 ng/ml), humanrecombinant basic fibroblast growth factor (bFGF, 5 ng/ml),
heparin (10 tAg/ml)およびhydrocortisone (1 pg/ml)を添加したものを用いた｡ A549





























































存性に上昇した(Figure 7)｡一方､ pac02には変動がなかった(Figure 7)｡腸管
内投与するFC-77の容量を2倍にしてもpa02の上昇に差がなかった｡一方､100%
酸素で飽和されたFC-77を腹腔内に投与しても､同様にPa02は時間依存性に
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図の説明
Figure lA.　ガス分圧の推移｡ (A)末梢静脈｡ 100%酸素で飽和されたFC-77
と混和すると､末梢静脈血は速やかに酸素化され､ p02は混和開始から1分で
ほぼ最大となった｡一方､末梢静脈血のPCO之はFC-77と混和することにより





Figure 3.　　培養細胞層透過実験装置｡ (A) HPjuC｡ (B)A549細胞｡
Figure 4.　　HPAEC培養液のガス分圧の推移｡ (A) P02｡lmer chamberに培
養液を､ outer dlamberに100%酸素で飽和されたFC-77を注入した実験では､
実験開始から10分でに培養液のP02が最大となった｡ (B) PC02｡ PC02は緩や
かに時間依存性に低下した｡
Figure 5.　　HPAEC培養液のガス分圧｡実験開始から30分の時点における













管内投与に比較して､腹腔内投与でPa02が高値で､ PaC02が低値だった｡ N= 3｡
*: pく0.05 byANOVA｡
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